	映像表現論
	Chapter 1 映画誕生　ボゥパから映画へ


1. ‘映像’という言葉

(1) 「 映像 :  image 」（大きくわけて）　２つの意味で用いられる。（「」は日本国語大辞典1972-76の２項）

a) 形而下の意味（光学的・物理的意味）　「光線の屈折や反射などによって映し出された。像。」

b) 形而上の意味（概念的・抽象的意味）　「頭の中に描き出されるもののすがたやありさま。イメージ」

(2)　1874年（明治7年）　『物理日記』（大阪理学所の外人教師リッテルの物理・化学講義録）

訳者　市川盛三郎が創案、「凸レンズノ映像」「暗箱ノ映像」等と。他、1875-1914年の間に27冊で使用。

(3)　1907年（明治40年）『辞林』金沢庄三郎

映像＝「光線の屈折又は反射によりて、物像の現出すること。又、其現出したる物像。」

(4) 1916年（大正５年）夏目漱石　『明暗』

「彼の頭の中は纏まらない断片的な映像（イメジ）のために絶えず往来された。」

【以上(2)～(4)は坂本浩,「映像」という言葉の成立,映像学第６２号（1999.5.25）,pp.5-20による】
2.‘映画’という言葉

日本語「活動写真」「映画」/英語motion picture, firm/仏語cinematogaphe,cinema/中国語「電影」

3.映画以前の映画

　　○ボゥパ、タンカ、絵解き（えとき）＝（多くは布などに描かれた）宗教の教えや英雄伝説などの「絵」を示しながら説法や口上を述べたり、歌や踊りを見せる。布教活動や大道芸として用いられた。視覚（絵）と聴覚（口上や歌）を用いたメディアとして最も古い形のものである。「映画」的なるものの起源といえる。
○さまざまな視覚的玩具の歴史がある。（日本では「写し絵（うつしえ）」など）

　[映画]フィルム・ビフォー・フィルム 「Film before film」(1985)  監督：ヴェルナー・ケネス
　　映画が発明以前から、「動く絵」（映画）の歴史ははじまっていた。ドイツの実験映画作家、映画前史の研究家、コレクターであるヴェルナー・ケネスが、自らのコレクションを紹介しながら、紀元前５世紀にまで遡る光と動く絵についてのさまざまな装置をみていくことで、当時の人々の想像力をかきたてた不思議な映像体験を追った作品。
4.映画の誕生を用意したもの

1 連続運動の提示（少しずつ違った絵を交代して示すと、動く絵として見える仕掛け＝玩具）

2 写真の技術

3 投影の技術（一人で覗きこむ仕組みではなく、大勢で観ることができることが重要という考え）
「それ」は時代の産物であったが、「それ」を人間は古代から潜在的に欲していたとも言えるし、映画を受け入れる大衆がいたということも重要な要素である。
「発明王」エジソンは、1891年、一人が「のぞき眼鏡式」に動画を見る「キネトスコープ」を発表。だが、1895年12月28日、パリ・キャピュシーヌ大通りグランカフェ「インドの間」にて、リュミエール兄弟による「シネマトグラフ」が、スクリーンに拡大投影し、同時に多くの観衆に興行することを成功させた。この「拡大投影を可能とした間欠運動装置」と、「興行的成功」をもって、映画の誕生とするのが現在では一般的である。とはいえ、映画はそれ以前からの人々の映像へのさまざまな欲求が組み合わされていくなかで形を現してきたもので、誰か特定個人の発明になるものとは言いがたい。むしろ、スクリーンにむかって一斉に驚きの声をあげ、反応する「映画の観衆（大衆）」というものが発明・発見されたことが、真の「映画の発明」だったといえるのかもしれない。

1832年　ジョゼフ・アントワーヌ・フェルナンデス・プラトー　「フェナキスコープ」発明

1834年　ウィリアム・ジョージ・ホーナー　「ゾーアトロープ」発明→商品化1867年

1850年代　ウィリアム・ランゲンハイム　物語風幻灯スライドの上映

1887年　マレー　「クロノフォトグラフィー」

1889年　アンシュッツ　「電気式シュネルゼーアー」制作　

ウィリアム･フリーズ＝グリーンが撮影機で特許取得　（→1891年投獄　1922年没）

ルイ・エーメ・オーギュスタン・ル＝プランス　パリで映画撮影

1891年　エジソンが「キネトスコープ」　を発明　
1892年　スクラダノフスキー兄弟（マックス＆エミール・スクダラノフスキー）　ビオスコープ公開

1893年　「電気式シュネルゼーアー」　シカゴ万国博で展示
1895年　2月13日　リュミエール兄弟　映写式キネトスコープとして特許獲得　3月22日　「工場の出口」をパリで公開　
1895年　12月28日　パリ・キャピュシーヌ大通りグランカフェ　インドの間にて一般人に有料で興業
6.映画のもたらした驚き

「シネマトグラフの印象はあまりにも異常で、複雑だ。それはまるで黄泉の国であった。すべては奇妙な沈黙のなかで進行する。馬車の轍の響きも、足音も会話も聞こえてこない。人の微笑みには音がない。一人の少年が登場しホースの上を歩く。庭師は少年を追いかけ折檻する。でも、なにも聞こえない。私は今のところ、リュミエール兄弟のこの発明を賞讃はしないが、その重要性は認識している。きっと、人間の生活と精神に影響を及ぼすであろうことを。」（マキシム・ゴーリキーの手記）
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映画の発明者として、発明王　　　　　　　　　　　　　　　　の名前があがることがある。彼は、1891年に、

　　　　　　　　　　　　　　　　という、一人が「のぞき眼鏡式」に動画を見る仕組みを発表した。

しかし、1895年12月28日、パリ・キャピュシーヌ大通りグランカフェ　インドの間にて、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兄弟による　「　　　　　　　　　　　　　　　　　」　が、大きなスクリーンに拡大投影し、同時に多くの観衆にたいして興行することで成功をおさめた。　　

この「拡大投影を可能とした間欠運動装置」と、それによる「興行的成功」をもって、映画の誕生とする言い方が現在では一般的である。スクリーンにむかって一斉に驚きの声をあげ、反応する「映画の観衆（大衆）」というものが発明・発見されたことが、真の「映画の発明」だったといえるのかもしれない。

【授業への感想・意見などをお書きください（必須）】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
